
米
ど
こ
ろ
、開
成
。

あ
じ
さ
い
と
田
園
風
景―
。

「
開
成
町
と
い
え
ば
こ
れ
！
」
と
、
町
の
北
部
に
広
が
る
こ
の
景
色
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
農
家
の
減
少
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
こ
の
開

成
町
ら
し
い
風
景
が
少
し
ず
つ
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。

町
を
代
表
す
る
風
景

　
開
成
町
は
、
北
部・中
部・南
部
と
、

地
域
ご
と
に
計
画
的
な
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
北
部
地
域

で
は
、
農
業
の
活
性
化
や
田
園
風
景

の
保
全
・
再
生
に
重
点
を
置
い
て
お

り
、
田
を
中
心
と
し
た
農
地
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
部
地
域
以
外
に
も
、
町

な
か
の
い
ろ
い
ろ
な
所
に
田
が
点
在

し
、
開
成
町
に
あ
る
田
は
、
町
の
総

面
積
の
約
25
％
に
相
当
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
内
の
農
業
従
事
者
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。平
成
17
年

に
は
3
4
7
戸
あ
っ
た
農
家
も
、令

和
２
年
に
は
2
4
3
戸
と
、15
年
間

で
1
0
0
戸
以
上
減
少
し
ま
し
た
。

（「
2
0
2
0
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

参
照
）。

　

　
町
で
は
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し

て
田
を
大
切
に
維
持
し
て
い
く
た

め
、
農
地
を
借
り
た
い
人
や
貸
し
た

い
人
へ
の
支
援
等
の
取
組
を
し
て
い

ま
す
。

受
け
つ
ぎ
、
受
け
つ
ぐ

　
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
き
れ
い

な
水
が
流
れ
て
い
て
、
優
良
な
農
地

が
あ
り
、お
い
し
い
お
米
が
と
れ
る
。

田
の
間
に
は
鮮
や
か
な
あ
じ
さ
い
が

咲
き
誇
り
、
仰
ぎ
見
れ
ば
富
士
山
。

こ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
の

目
に
は
、
見
慣
れ
た
風
景
と
し
て
映

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
風
景
は
、
け
し
て
当
た
り
前
の
も

の
で
は
な
く
、
先
人
か
ら
受
け
つ
が

れ
て
き
た
地
域
の
財
産
で
す
。

　
町
の
米
作
り
に
関
心
を
も
ち
、
町

産
の
お
米
を
食
べ
る
こ
と
は
、
こ
の

「
財
産
＝
田
園
風
景
」
を
未
来
に
つ

な
ぐ
た
め
に
大
切
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
町
の
米
作
り

を
担
う
農
家
さ
ん
に
、
米
作
り
に
か

け
る
想
い
を
伺
い
ま
し
た
。
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お米ができるまで

種まき・育苗（4月下旬ごろ）
米の種（種もみ）を育苗箱にまき、芽が出て大きくなるまで育てる。

田おこし・代かき
冬に眠っていた田を耕し、肥料を混ぜて米作りに適した田を作る。
田おこし後、水を張り、土と水を混ぜ合わせて平らにならす。

田植え（5月中旬～）
苗が 12センチほどになり、葉が 2枚出たら、
いざ、田植え。現在は田植え機を使って作業
することが多いが、手で植えることも。
田の土は水を多く含んでいて、田の中を歩く
のは一苦労だ。

開成町あじさいまつり（6月）
あじさいと青々とした田の景色を楽しめる。

水管理
天気や気温に合わせて、田に入れる水の量を調整する。毎日の水
の管理は、欠かすことのできない重要な作業。

草取り
暑い季節になると稲とともに生長する草。炎天下での草取りは大
変だ。

中干し
稲の生育を健全にし、実りをよくするために、水を抜いて田を乾
かす。
夏ごろに田から水が無くなる光景、見たことありませんか？

稲刈り（9月～）
稲穂が実り、黄金色に田が輝きだすと、いよ
いよ稲刈り。
稲を刈り取り、稲を干して乾燥させる。乾燥
させた稲からもみを取る（脱穀）。
コンバインの場合は、刈り取りながら脱穀を
する。

食卓へ
もみをもみ殻と玄米に分け、さらに、玄米を精米すると私たちが
見慣れたつやつやした「白米」の姿に。

3 2広報かいせい 2023.4.1 広報かいせい 2023.4.1

特集　米どころ、開成。特集　米どころ、開成。
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